
 
 
 

 “危機、変化、そして挑戦へと“ 
〜一人ひとりの力を集めて創る協議会を目指す〜 

全国自立援助ホーム協議会 

会長 田村 崇(自立援助ホーム 鳥取スマイル) 

 
 2020年を迎えてすぐに、わたしたち人類は大きな危機

(crisisクライシス)に直面し、現在もまだその影響を受

け続けています。世界中に広がっている新型コロナウイルス感染症

(COVID-19)の脅威です。 

 全国で若者とともに日々の営みを続けていらっしゃる会員ホームの皆 

さまは、不安や今後の見通しのつけにくい状況の中で毎日奮闘していた  

だいていることだと思います。本当にありがとうございます。役員の皆  

 さまも自身のホームの対応をしながら、これまでとは違う協議会運営 

を余儀なくされ、あらゆる知恵を絞り出し、様々な対応にご尽力いただ 

いております。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

協議会たより 13号の挨拶で、わたしは“自立援助ホームがそこに在る 

こと！在り続けること！”を今後のテーマとして掲げました。それはこの  

ような状況下でも変わりなくそうあるべきだと思っています。このまま指 

をくわえ何もしないでじっとしていてはいけないと思っています。 

       今、わたしたちに必要なのは、変わるということだと思います。変化 

(changeチェンジ)への対応が今我々に求められているのです。大袈裟な表

現かもしれませんが、我々は今、挑戦(challengeチャレンジ)しなければな

らないのです。でも難しく考えないでください。達成可能だと思われる何

かをまず見つけていきましょう。そしてシンプルに動き、一つ一つを達成

していきましょう。まず一つでいいんです。そこから始まるんです。わた

したちが今できる何かが必ずあるはずです。そのみなさまの一つひとつを

集結し、これからの全国自立援助ホーム協議会を創り上げていきたいと思

います。皆様のご協力よろしくお願いいたします。そしていつの日かま

た、皆さまと顔を合わせ語り合える日が来ることを願っています。 
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「温かなご支援、心より感謝いたします」 

私たち自立援助ホームは、多くの方々から多大なるご支援を頂いております。 

今回、感謝の気持ちをお伝えする第１弾としまして「真如苑」様、「ByteDance」様、 

「日本 NPO センター」様をご紹介させて頂きます。 

 

 
真如苑(しんにょえん)様による、伊藤真乗生誕 100 年記念「Shinjo プロジェクト」の一環

として、2011 年度より「自立援助ホーム支援助成」を頂いております。2013 年度からは

助成対象地域を関東から全国に広げ、毎年継続してご支援を頂き、これまでに全国の自立

援助ホームに対し延べ 194 件の助成を頂いております。さらに 2020 年度は 29 団体に約

865 万円のご支援を決めて頂きました。 

助成金の使途は特に限定されておらず、環境整備費や備品購入費、旅行費としてご支援し

て頂くホームも多く、欲しかった物の購入、やりたかった企画の実現等、ホームの幸せに

直結したご支援となっています。自立援助ホームの厳しい現状をご理解いただき、毎年継

続しての多額のご支援は感謝の念に堪えません。 （URL：http://shinjo-project.jp/） 

 
ショートムービープラットフォームの TikTok を運営している ByteDance 様は、「新型コロ

ナウイルス緊急支援助成プログラム」を開始し、日本 NPO センター様と連携し、特に支

援の必要性が高まっている 5 つの分野、「家庭にいられない青少年の自立支援」「DV・性暴

力被害者の支援」「障害のある方の支援」「ホームレス・ネットカフェ等住居喪失者の支援」

「自殺予防」に取り組んでいます。このプログラムでは、都市部だけでなく、全国の地域

社会で支援活動を展開する、30 以上の NPO・事業所に 7,000 万円の寄付を頂きました。

当協議会に対しては 1,100 万円のご寄付を頂き、申請のあった 60 ホームへ TikTok 助成金

を送金致します。世界的企業や全国規模の支援団体が、自立援助ホームに目を向けてくれ

たこと、そしてご支援くださったことに心より感謝を申し上げ、この繋がりを大切にして

若者たちへの支援の輪をより大きいものにしていきたいと思います。 

(URL:https://newsroom.tiktok.com/ja-jp/new-coronavirus-emergency-assistance-program ） 

(URL: https://www.jnpoc.ne.jp/) 
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新型コロナウイルス感染の影響を鑑みて、今年度の全国大会は中止となりま

した。例年、全国大会で行っている新規開設ホーム紹介ですが、今年度は紙面で

各ホームからのコメントを紹介させていただきます。近い将来、また皆様とお会

いし語り合える日を楽しみにしております。 

 

 

【イメル】 

2020年 3月旭川市に 3番目の自立援助ホームとして開設いたしました。 

2019年から仲間と共に構想を練り、入所児童が安心・安全な居場所としてふさわ  

しいホームにするには何が必要かを長い時間をかけて議論しました。結果、我が 

国が批准している「子どもの権利条約」に則った規程を作成し、「子どもの最善 

の利益」を保証し、尊重できるホームを目指しています。規則で子どもを拘束す 

るのではなく、子ども自身がどのような生活を望んでいるか を重点とし、子ども

の声に真摯に向き合えるよう、スタッフ一同力を尽くしています。入所する子ども

に寄り添いながら自立することの大切さを伝えていければと願っています。 

またスタッフの研修、意識啓発の学習も怠ることなく計画し、子どもともに成長

していきたいと思っています。何かと不安になることも出てくるかと思いますが、

先輩たちに𠮟咤激励をお願いして紹介を終わります。 

今後ともよろしくお願いいたします。                     

                             ホーム長 村岡 のぞみ 

 

 

  【MaAyaの家さっぽろ】 

北海道当別町にて自立援助ホーム MaAya の家を開設してから 8年経ち、入居してく

る子どもたちの状況から札幌にも、もう一つホームが欲しい！と思い立ち、新しい

ホームを 2019年 10月 1日に開設出来ました。 

札幌市東区にある建物の改修工事を行い開設することに決めましたが、一番のネッ

クはその改修工事費用の捻出。初めてクラウドファンディングを活用するという挑

戦をしました。多くの方たちから支援をいただき、何とか目標を達成出来て、開設

にこぎつけました。 

女子 6 名定員の自立援助ホームです。開設と同時に毎日のように一時保護委託や措

置入所の問い合わせがあり、自立援助ホームの必用性を実感しました。このホーム

にたどりついた子どもたちが、自立していけるよう支援体制をしっかり作っていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

新規ホーム紹介 

北海道ブロック 
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 【めごっこ】 
2020 年 4 月 1 日、青森市合浦に自立援助ホーム「めごっこ」を開

設しました。「めごっこ」は青森の方言で「かわいい子」という意

味です。女子 6 人の定員に現在元気いっぱいの 2 名が入所していま

す。子どもたちが行き場を失うことがないように、「ただい

まっ！」の声に笑顔で応える…そんなアットホームな居場所になれ

たらと思っています。コロナ感染症が早く終息し、全国のみなさん

と研修でお会いできるのを楽しみにしています。 

 

【かのん】 

初めまして。浦和市南区別所に今年（令和 2 年）5 月 1 日に開設しました「かのん」

です。女子 6人定員です。現在 2人が緊急一時で利用中です。1人は、就職が決まり、

働き始めています。もう一人は就活中です。利用者の就業に伴い口座開設の必要が

あり、同行してみて未成年で自身を証明するものがないということが口座一つ作る

のにどれほど困難なことなのかを思い知らされています。※お陰様で作れました。

まだまだ始まったばかりなので、日々勉強の毎日です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

かのん 片桐 拝 

 

【三愛子ひつじ寮】 
令和 2 年 4 月 1 日に開所いたしました、社会福祉法人三愛学園 

自立援助ホーム三愛子ひつじ寮です。定員は、男子 2名、女子7名

の合計 9 名。スタッフは常勤 4 名でホーム長が住み込み勤務をし

ています。ホーム名の由来は、聖書にある「群れからはぐれた一

匹の子ひつじのために他の 99 匹を残して探し出す」羊飼いについ

ての例え話から。三愛子ひつじ寮が社会からはぐれてしまった子

や、はぐれそうな子たちが安らげる場、自立できる場になるよ

う、精一杯努力して参ります。 

 

 

【すだちの木】 

平成 31年 4月に埼玉県熊谷市に、定員 6人の女子寮として

開設された自立援助ホーム「すだちの木」です。本ホームの理念

の 1つは、失敗からしか学ぶことはない、失敗する自由・機会を

提供しようとすることです。まだまだ駆け出しで、何が起きても新し

いことです。四苦八苦して学んで成長しているのは職員も同様で

すが、諸先輩方を見習いながら頑張っていきます。 
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【夢ぽーとⅦ】 

 夢ぽーとⅦは埼玉県八潮市にありましたが今年 8月同県草加市に移転し、6部屋か

ら 12部屋になりました。職員も常勤 4名・非常勤 2名となり、更なる子供たちを受  

け入れるべく再スタートしています。現在、女子 4人が生活を共にしています。 

私たちは、子供たちにとって一番身近な大人です。大人って夢や希望に溢れていて

楽しいんだよ、という事を体現できるよう心がけています。夢ぽーとの各施設の職員

は、定期的に情報交換をして、日々勉強中。未来へ突き進む子供たちをサポートでき

るよう万全な体制を整えています。 

子供たちが 自分で自分の面倒が見られるように  

社会人として生活できるように 

そして欲しい未来を自分の手でしっかりと掴み取れるように導いて参りますので、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

【はな】 

2020年 4月 1日に開設しました「はな」はそれぞれの花を咲かせて欲しい。法人名

の「たなごころ」は，掌を意味しこぶしで心を閉ざした子供たちが手を開いてくれる

事を願ってつけました。 

 定員男女 6名の古民家風のホームです。それぞれが自分たちの役割を見つけ，あえ

てルールを作らないのがルールです。 

頼りないホーム長を素晴らしいスタッフがサポートしてくれるとてもユニークなホー

ムです。 

 全国の皆様，ご教授，応援の程宜しくお願い致します！ 

 

 

 

【がじゅまるの家】 

私たち NPO 法人青少年育成サポートが運営しております、自立援助ホーム「がじゅ

まるの家」が令和２年５月に開所いたしました。女子定員６名の施設です。 

長年、虐待・いじめ・不登校・ネグレクト等に携わる相談事業に従事して来ました 

が、なかには「家庭内に子供の居場所がない」という数字の多さに気付き、施設の 

開所を目指して来ました。結果、この度の開所に至った次第です。 

不慣れな点も多いですが、皆さま、宜しくお願い致します。 

  

                      理事長 兼 施設長  青木 章子  
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【響 HI-BI-KI】 

自立援助ホーム響は、男子のみの定員 6 名です。当ホームの職員は現在、全員「家

族」で構成されています。チームワークを保ちつつ個人が努力・成長していかねばと

思っております。 

先日母が「安心して落ち着いた姿を見るまでは死ねないよ！」と 22 歳を過ぎた OB

の子に言って鼓舞しておりました。入所中散々悪態をついていた子が、今は母の体の

心配をして連絡をくれる。そんな素敵な関係が続くようこれからも子供たちを支えて

いきたいです。 

ホーム長 大塚 学子 

 

【エスポアール】 

2019年 6月に横浜市に開設しました『エスポワール』男子の

ホームです。初年度 1人の巣立ちを送り出して、現在 5名その

うち４名は高校生が入居しています。法人から給付の奨励金制

度もありキャリア支援に力を入れています。スタッフも日々勉

強と美味しい食事を目指して工夫の日々です。いろいろありま

すがホームは、友愛精神と社会人の基礎を培う場として援助し

ています。 

 

【サウスウエスト金が谷】 

こんにちは。 

2019年 12月に開所した神奈川県横浜市にある、サウスウエスト金が谷です。 

男子 3名、女子 3名の 6名定員です。ホームは 2階建ての 1軒家になっており、 

3 名の担当職員が通いで宿直勤務を交代しながら子ども達と一緒に生活しています。

居室は全て個室になっており、トイレ、お風呂、リビングは共同

です。 

現在は高校生や社会人などの男女 5名が入所中です。 

子ども達が安心して生活できるよう、家庭的な支援を心がけ  

ています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【サルビアホーム】 

自立援助ホーム サルビアホームです。令和元年 12月に横浜市鶴見区に開所しま 

した。名前の由来は、区の花「サルビア」を使わせていただきました。 

花言葉は「尊敬」「知恵」「良い家庭」「家族愛」など家族を意味する言葉が含まれ

ています。 

（特徴）職員及び児童が関わる全てに人に対してお互いを尊敬し、知恵を出し合い 

成長し、児童にとってより良い家庭的な雰囲気を目指し、家庭愛に満ち溢れるよう 

にサポートします。 
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【グリーンヒル若葉ハウス】 
千葉県八千代市に昨年４月に開設しましたグリーンヒル若葉 

ハウスです。右も左も分からずに迷っていた私たちでしたが、 

先輩ホームの皆さんからアドバイスをいただくことで、希望を 

もってどうにか 1年目を終えることが出来ました。 

日々問題も山積みですが『笑顔で明るく！！』をモットーに 

これからも頑張ってまいりますのでどうぞよろしくお願いいた 

します。 

 

【MIRAI】 

自然豊かな山梨県の甲府盆地にあります自立援助ホーム

MIRAIです。去年度に設立された新しいホームになります。諸

先輩施設からアドバイスをいただき、手探りの中なんとか二年

目を迎えることが出来ました。子どもたちへの支援や環境作り

等、まだまだ試行錯誤の連続ですが、職員と子ども一丸となっ

てより良いホームを作っていけたらと思います。 

 

 

【のぞみ】 

自立援助ホームのぞみは、【子どもの最善の利益】を基本に３つの理念を掲げています。 

「自己決定」＝自己決定・自己責任「自他の尊重」＝自己肯定を養い相互尊重「共に育

つ」＝互いに学び、成長。 

子ども達は、目標に向かって進む中で困難にぶつかることもあります。それでも、何度

失敗してもいい、のぞみ（希望）を捨てなければ何度でも立ち上がれる。これをスタッ

フ間の共通理解とし、子ども達の力を 信じた支援を心がけています。  

子ども達の葛藤・悩み・行動の１つ１つがスタッフにとっても学びであり、ホームの成

長だと思い子どもと一緒に頑張っています。 

 

 

【ミモザの家】 
2020年 5月に開設したばかりの新しい女子ホームです。決して 

一人で悩んだり、考え込んだりしないこと。ミモザの家で自分自身を

大切にしていきながら、「自己肯定・自己選択・自己決定」の 3つの

力を身につけて自立していけるように、“いっしょに”歩んでいくこ

とを心がけています。 

 ミモザの家が、退居後も「ただいま」と帰ってこられる、 

安心できる場になるようにしていきたいと思っています。  

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

                     ミモザの家 中山 眞由美 

 

 

近畿ブロック 
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自立援助ホーム「Re-Co（りこ）」には、ここから子どもたちが  

自分自身の人生を“Re（新たに、再び）”スタートできるよう

に、そして、ここからの再出発を“Co（共に、一緒に）”支え

ていけるように、との思いがこめられています。日常生活を支

える職員に加え、一人ひとりに子ども担当弁護士（コタン）が

つき、本人に寄り添いながら親子関係調整などの法的支援等を

行います。「自分の人生を歩みたい」と望むあなたに、生活ス

キルだけではない、精神的な自立に向けての準備をサポートし

ます。 

【学南ホーム】 
2019年 10月 1日、岡山市の法界院駅から徒歩２分ほどの閑静な住宅地に学南ホーム

が開設されました。当ホームでは問題をホームミーティングで解決していく基本方針で

運営をしております。職員同士で頻繁にミーティングを行い、現状の課題や課題解決の

方法を考えたり、解決に向けて具体的な方法を考えたりしています。その中から出てき

た議題を元に子どもたちも交えたホームミーティングを月に１回行っております。8/2 

現在では、4名の子どもたちが入所しており、毎日学校に行ったり、仕事に行ったりして

過ごしています。 

 

【太陽】 

「児童自立援助ホーム太陽」は岡山県内有数の観光地である 

津山市城東町並み保存地区にあります。原則として 15歳から 20  

歳までの男子 6名の入居が可能です。「太陽」では、自立に向け 

ての支援はもちろんですが、子どもと職員の信頼関係の構築を 

基盤としています。掃除、洗濯などの家事を教えるとともに、 

自然の中で思いっきり遊び、一緒に食卓を囲みます。太陽で暮 

らした時間が彼らにとってかけがえのない財産になればと思っ 

ています。 

 

 

【紬】 
山口と広島の県境に位置する、自立援助ホーム紬です。女子 6名定員、職員 5名の女 

 性ばかりで元気に生活しています。自立する力をつけることに注力しており、当ホーム

の食事は基本、子どもの自炊です。職員と一緒に調理することで、最初は包丁で切るこ

ともままならなかった子が、自分の食べたい物を自分で作って食べています。スマホの

使い方、お金の使い方、生活リズムなど自律することが難しい力を、日々少しずつ養っ

ています。 
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【nature】 
令和元年 11月１日より、3LDK×3棟に男女６名定員の自立援助ホーム  

nature（なちゅれ）を開設致しました。「ありのままの自然体の姿  

で自分らしい人生を歩む」という事業理念を元に、名前の由来通り自  

然体の子どもとスタッフが一緒に生活を送っています。また夫婦での 

運営＋ドンと構えた素晴らしいスタッフと共に、チームプレーも最高 

です！何年経っても、この姿勢が変わる事無く、スタッフを含めた 

natureらしいライフスタイルを送りたいと思います。 

近くにお越しの際はぜひお気軽にお立ち寄りください。 

 

 

【湊】 
今年度 5月から開所となりました自立援助ホーム湊です。 

当施設は、愛媛県今治市に位置しており古民家を職員一同が改修した施設になってお 

ります。近隣には漁港や海水浴場など、海を連想させるスポットが多く存在していま

す。そういった理由もあり当施設では、様々な児童がここへ停泊し、社会という新た

な船出をする準備ができるような願いを込めて、湊という名前に致しました。自立援

助ホームの指針に沿って、自分自身で船を動かし、夢に向かっての羅針盤を見つける

支援を湊では行っていきます。 

全国の自立援助ホームの皆々様、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 
 
 
 
 
 

【庵】 
庵は当法人で運営している福岡の自立援助ホーム「えん」

の 3施設目として 2020年 1月に熊本初の男子ホーム（定員 6

名）を開設しました。現在は就労と就学している児童が入居

しています。 

“あるがままを受け入れ、個人の選択を尊重し自分で考える   

ことを大切にします” 

施設は自然が豊かな田舎にあり、ゆったりとした雰囲気で 

心を癒しながら児童一人一人がのびのびと過ごしています。

それぞれの課題や目標に向かって必要な支援を児童と職員間で 

話し合いながら共に成長していける場として日々奮闘しています。 

 

 

 

9ページ                全国自立援助ホーム協議会 たより 

四国ブロック 

九州ブロック 



 

【ｉｎｎ】 

ｉｎｎは当法人で運営している福岡の自立援助ホーム 

「えん」の４施設目として 2020年 4月に長崎市内初の女子 

ホーム （定員 6 名）を開設しました。 

子どもたちの意思を尊重し、応援していくホームです。 

  企業理念“私たちは、あるがままを知り、共育します。個 

性を尊重し、受け止めて、想いを支え、みんなの心豊かな明日 

へつなげる。” 

施設はリゾート感がある海の側にあり、心を癒しながら児童一人一人がのびのびと過

ごしています。課題や目標に向かって、共に成長していける場として日々奮闘していま

す。 

 

 

【カルーナ FUKUOKA】 
2019年 4月に開設しました。就学就労に便利な福岡市の西部、西新駅近くに位置し、 

美味しいご飯と、20代～70代の多世代・多様な個性のスタッフが入所者と、笑ったり  

怒ったり、成長しながら生活しています。“カルーナ”は、花言葉「自立」「旅立ち」 

「誠実」の荒野でも花を咲かせる植物です。子どもたちの花が咲くように伴走したい 

と願っています。 

 

 

【みなこホーム】 

宮崎県延岡市に令和２年５月１日に開設しました。定員は男女６名、現在は市内の大

学に通う子どもたちが主な入居となっています。開設時からコロナ禍で、子ども達は思

うようにアルバイト探しが出来ませんでしたが、自粛期間中に自立のために何が必要

か・・と話し合う中で学業とアルバイトの両立をイメージすることができたようです。

子ども達と寝食を共にしながら、それぞれに寄り添い自立を目指します。どうぞよろし

くお願い致します。 

 

 

【未来】 

自立援助ホーム未来のホーム長の江頭と申します。 

当ホームは、令和元年 7月 1日に長崎県佐世保市に男子ホームとして開設致しました。 

現在は児童数５名を社会へ送り出す為に、日々職員と児童への支援に奮闘させて頂 

いております。様々な過去を背負った児童が居ますが、未来を切り開けていけるように

職員と一致団結して、一人一人の児童と向き合って行く所存です。 

何卒、ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 

ホーム長 江頭 和徳 
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【ラブ】 

ラブは当法人で運営している福岡の自立援助ホーム「えん」 

の 2施設目として熊本に 2019年 6月に女子ホーム（定員 6名）と  

して開設しました。現在は、就労している児童が入居していま 

す。 

“あるがままを受け入れ、個人の選択を尊重し、自分で考える  

ことを大切にしています” 

安心、安全に暮らすことが出来る場を提供して、それぞれの   

課題や目標に向かって、必要な支援を児童と職員間で話し合い 

ながら、ともに成長していける場として日々、奮闘しています。 

 

【リープ】 
皆様こんにちは。当法人ではかんらん舎、結ホームに続く 

3つ目のホームとして、2019年 7月に「リープ」を開設しまし    

た。名前の由来は、英語で飛ぶ、上昇するという意味で、子ど  

もたちがホームから様々な困難を乗り越え社会へ飛び立っても  

らいたいとの思いを込め「リープ」と名付けました。 

新米ホームではありますが、職員一同、日々頑張っていきた 

いと思っております。宜しくお願い致します。 

 

※協議会入会日等の都合により、今回ご紹介できなかったホームもございます。ご了承下さい。 

 

 

 
 

      全国自立援助ホーム協議会たより 

 
 

全国自

立援助

ホーム

協議会 

たより 
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お知らせ 

登録とフォローはお済ですか？ 

助成金や奨学金、協議会からの情報をいち早くゲット！ 
協議会公式 

 LINE     （ID：100rdsod）  
 

LINEは協議会 HPのQRコードからも簡単にお友達登録できます。 

 

 Twitter: 全国自立援助ホーム協議会（＠jiritsuenjohome）     

 

 

【編集後記】 
 今号では 2019 年 1 月以降開設の新規ホームをご紹介しました。30 以上のホームが全国各地で

立ち上がり、困難を抱えた若者を支援する同志の輪が大きくなりました。皆様とお会いし、語り

合う時が早く来て欲しいと願うばかりです。 

 さて、昨今、世間では若者に対する支援の動きが広がりを見せています。私たちも様々な企

業・団体様から温かな支援を頂戴しています。この良い流れがある中、私たち自立援助ホームは

若者支援の中心的実践者であり、一番近くで若者を見ている者として、彼らが抱えている問題や

苦悩、必要な支援策等を世間に発信していかなければならないと思います。わかりやすく、丁寧

に、思いが伝わるように。 

「Shinjo プロジェクト」審査委員であった東京家政大学の平戸ルリ子先生からのコメントで

「いかに周囲から認められる事業展開をしていくか、それらをきちんと表現できるかが、これか

らの団体や活動の存続・活性化にとって重要なポイントになる」という言葉を頂きました。私た

ちに必要なものを教えてくれました。助成金申請も世間に発信する場の一つ、まずは思いを込め

た申請書を丁寧に書く事から始めようと思います。 

広報委員長 大橋達也 


